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平成26年度、山岳博物館では常設展示改修による
リニューアルにあわせ、「常設展スポットガイド」と題
し、年間通じて展示解説を実施しました。

平成26年3月に新しくなった常設展について、各
展示コーナーの具体的な展示資料など、展示のみどこ
ろを専門員や学芸員といった博物館スタッフが来館者
に解説しました。この催しは、博物館活動として展示
と関連した教育普及活動が重要との考えから企画した
もので、こうした展示解説を行うことによって来館者
が展示内容により一層興味をもっていただき、展示資
料についてさらに詳しく知る機会としていただくこと
を目指しました。

開催期日を来館者の比較的多い３つの期間に絞り、
春は4月・5月の大型連休前後、夏は7月・8月の夏休

み期間中、秋は11月の紅葉シーズンと、延べ15日実
施しました。各日とも午前と午後に同じ内容で1回ず
つ行い、各回20分程度かけて来館者と一緒に展示を
見学しながら解説しました。

実施期間中の延べ参加者数は合計218人でした。
実施時間帯によっては館内の来館者が一時的に少な
くなっているという場合もあり、参加者数がわずかで
あった回もありましたが、展示効果をより高めるため
に、こうした教育普及活動は有効でした。

博物館スタッフが来館者に展示の解説を行い、来館
者から展示の疑問点や感想をお聞きするなど、直接的
な交流を図ることは教育普及の面や今後の展示の充実
のために重要と考えます。今後も博物館スタッフが展
示室に立つ機会を積極的に持つように努めたいです。

（市立大町山岳博物館 学芸員）
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はじめに
昨年11月22日の夜遅く、白馬村を震源とした大きな地震

（マグニチュード (M)6.7）が発生しました。気象庁発表の最

大震度は震度６弱（白馬村）でしたが、全壊家屋も多い地区

もあり、その被害状況からは震度７の地域があったことも

確実です。大町市の北部でも大変な揺れだったようです。

この地震のため地表には９㎞にわたって地震断層が現れ

ました。その位置はかねてより大地震の発生が懸念されて

いた活断層である神城断層におおよそ一致するものでした。

大きな地震は近い将

来また必ず起こりま

す。過去に周辺の活断

層で発生した地震とそ

の被害状況には、これ

からの減災のためのヒ

ントがつまっているは

ずです。災害を災害の

みで終わらせず、今を生きる我々の糧とするために私たち

に何ができるでしょうか。 

神城断層とは
まず、神城断層について簡単に説明しておきましょう。

皆さんはフォッサマグナという言葉をご存知でしょうか。

フォッサマグナとは「大きな溝」という意味のラテン語が語

源の地質学的な大構造帯です（図１）。このフォッサマグナ

の西の縁を糸魚川 - 静岡構造線（糸静線）と言います。昔の

大断層ですが、糸静線そのものが現在の活断層というわけ

ではありません。ただし構造的に弱い地帯ですので、この

糸静線に沿って活断層

が多く発達しており、

糸魚川 - 静岡構造線断

層帯と呼ばれていま

す。この断層帯の中に

は、数多くの活断層が

あります。松本盆地よ

り北部では、神城断層、

松本盆地東縁断層、牛

伏寺断層が北から南へ

と連なっています（図

１）。神城断層は糸魚

川 - 静岡構造線断層帯

の中の一部分につけら

れた断層の名前です。

活断層と震源断層
活断層とは（定義は

いろいろあるのです

が）、数十万年前以降に繰り返し活動した証拠の見つかっ

ている断層のことです。地震は地下数 km より深いところ

で岩石が割れずれ動く現象ですが、この割れて動いた部分

を震源断層と言います。地震の震源が浅かったり規模が大

きかったりすると、地表にまで断層が到達することがあ

ります。これを地震断層と言います。地震断層に繰り返し

活動している証拠が見つかれば活断層と判定されるわけ

ですが、地表の活断層が地震を起こすわけではないこと

を知っておいて下さい。また同じ震源断層で地震が起こっ

ても、地震断層があらわれることはまれで、あらわれた

としてもそれはいつも同じ場所というわけではありませ

ん。昨年の神城断層の地震では従来知られていた神城断層

から外れた位置に地震断層があらわれた部分も多くありま 

した（図２）。

断層が連動する巨大地震
複数の名前のついた断層からなる糸魚川 - 静岡構造線断

層帯ですが、地震が起こる際には個々の断層が単独で活動

する（割れてずれ動く）とは限りません。

牛伏寺断層は30年以内にＭ８程度の地震が起こる確率

が14％（地震調査研究推進本部）、25％（産業技術総合

研究所）とされています。これは牛伏寺断層を含む区間で

Ｍ８クラスの地震が発生する確率で、諏訪から大町まで

達するような距離（およそ50km）よりも長い距離（100km

以上に達する場合も）で一気に断層がずれ動くような地震

の発生確率です。決して数 km の長さしかない牛伏寺断層

だけがずれ動く地震の発生確率ではありません。また、こ

の確率の計算には、この区間ではＭ８クラスの地震が約

1000年おきに発生していた可能性が高い、という考えが

採用されています。

断層が部分的に活動する地震
昨年の神城断層の地震は従来知られていた神城断層の７

割程度の部分と神城断層の北側延長部分の合計20km に達

する部分がずれ動いたことが、地殻変動や余震の分布から

わかりました（図３）。大局的にみれば、従来から考えられ

ていたような断層面が東に40度ほど傾斜した断層の東側

が上昇した活動だったのですが、詳しく調べてみるとこの

震源断層は１枚の連続した断層面ではないことが分かって

写真奥（東）側が1m 近く隆起している

大地震を糧に「地震に備える」 ―2014年11月22日発生の長野県北西部地震（神城断層地震）から学ぶ― 【前編】
津金 達郎　信州大学山岳科学研究所 ／ 小坂 共栄　市立大町山岳博物館専門員・信州大学山岳科学研究所特任教授

さんぱく研究最前線 −北アルプスの自然と人　トピックス−
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きました（図４）。実は５㎞ほどの長さの傾斜の異なる断層

が、次々と活動していたのです。１回の大きな地震の際に、

複数の断層（共役断層など）が活動することは一般的なので

すが、今回はそれだけでなく、断層の走向方向にも複数の

断層面が認識できたのです。地下の複雑な断層配置が見え

てきたことは、今後の地震活動を考えるうえでも重要な視

点です。

さて、この地震に牛伏寺断層は関与していませんが、想

定された M ８クラスの地震の震源断層に神城断層区域も

含まれています。このことをふまえると、想定された地震

が発生したのだと考えたくなります。しかし今回の神城断

層の地震でずれ動いた断層の長さは、想定されていた断層

の一部分にすぎませんので、予想された牛伏寺断層を含む

糸魚川 - 静岡構造線断層帯の地震はまだ発生していないこ

とになります。今後 M ８クラスの地震がこの断層帯で起

こるかどうかはわかりませんが、これから先1000年この

地域で大きな地震が起きない、ということはありません。

過去の被害地震
過去に糸魚川 - 静岡構造線断層帯の北部で発生した M

７以下の被害地震を見てみましょう。1714年 ( 正徳４年 )

の地震（M61/ ４）は、断層の近傍の地域だけでも死者56

人、家屋の全半壊300戸を超える大きな地震でした。昨

年の地震被害がとりわけ大きかった白馬村堀之内地区で

は300年前のこの地震でも周辺地区よりも甚大な被害が

出ていました。またこの時の震動で岩戸山が崩れ、人家も

飲み（震災予防調査会 1904）、さらには姫川をせき止め、

一時的に木崎湖と同じくらいの面積の湖ができました（鈴

木ほか2009）。このような被害、災害地域の広がりから

判断するとこの地震は神城断層の活動によるものだったの

でしょう。1791年 ( 寛政３年 ) には松本城で塀や石垣な

どが崩れ、建物被害も800軒に及ぶ地震（M ６ 3/4）があ

りました。この地震の震源は牛伏寺断層付近と考えられて

います（宇佐美2003）。1918年 ( 大正７年 ) の大町地震

（M6.1と M6.5）は松本盆地東縁断層が関わった地震のよ

うです。この地震では死者はなかったものの、住家の全壊

６軒、半壊305軒を含む建物被害は5400軒を超えます（大

森1918）。2010年の松本の地震（630松本地震と呼ぶ；

M5.4）では死者１名、半壊家屋数軒を含む6700軒を超す

家屋に損傷がありました（信州大学震動調査Ｇ2014）。家

財への経済的被害も相当な額に及びます。この地震は牛伏

寺断層そのものによる地震ではありませんが、その数 km

西の未知の断層で発生したものでした。そして昨年（2014

年）の神城断層の地震（M6.7）です。この地震でも死者こそ

出なかったものの、重軽傷者46名、全壊住家77棟を含む

2000棟を超える建物被害がありました（長野県）。

少なくとも過去400年の間に４回の被害地震が糸魚川 -

静岡構造線断層帯の北部で発生していたのです。そして、

630松本地震と昨年の神城断層の地震の発生間隔は３年

半にも満たないものでした。 【次号につづく】 

図の背景には国土地理院の基盤地図情報数値標高モデルと国土交

通省の国土数値情報（行政区域、湖沼）を使用した。活断層の位置は

「活断層詳細デジタルマップ」による。震央位置は Hi-net で公開さ

れている気象庁一元化処理 震源リストに基づいています。
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つぎの方は、年間を通じて博物館の観覧料が無料です。
・大町市内在住の 65 歳以上の方
・大町市内の小学校・中学校に通う児童・生徒の方
（入場の際、受付にてお名前等をご記入ください）博物館のひろば
大町西小学校4学年の理科連携授業

平成26年11月20日（木）実施

大町北小学校6学年による立川市への紹介映像取材
平成26年11月27日（木）実施

大町北高等学校の職業体験学習
平成26年12月10日（水）・11日（木）実施

大町市立大町西小学校４学年（２クラス

50人）が、動物に関する理科授業を館内で

行いました。これは、博物館の展示を利用

した学校との連携授業のひとつで、学校教

育と社会教育との連携・融合（学社連携・

融合）推進として、平成22年度から試行し、

24年度から市内の全小学校を対象に取り

組んでいるものです。

現在、理科のほかにも社会科の連携授業

を博物館で実施しています。博物館を利用

した小学校での各教科授業の定着をめざす

とともに、博物館の所蔵資料や学芸員など

の職員を学校の授業で活用していただくこ

とで、より身近な博物館をめざします。

大町市立大町北小学校６学年35人が、

東京都・立川市へ贈る紹介映像取材のため

に山岳博物館へ来館しました。

大町市は姉妹都市として平成３年に立川

市と提携を結んでいます。両市では、都市

と農村の交流事業がきっかけで、青少年の

農業体験やスポーツ交流などを行ってお

り、文化・教育関連の交流事業を展開し、

お互いの地域や文化を知ることで、ふれあ

いの輪を広げています。

この日、児童の皆さんは、ビデオカメラ

で館内の展示風景を撮影したり、大町市の

シンボルであるカモシカやライチョウにつ

いて質問したりして、取材を行いました。

長野県大町北高等学校１学年２人が山岳

博物館で２日間の職業体験学習を行いまし

た。例年、当館では市内や近隣町村の中学

生や高校生の職業体験学習を受け入れて実

施しています。当館で体験していただく仕

事内容は付属園での動物飼育管理業務で

す。今回の大町北高等学校生による実習で、

当館が依頼を受け、今年度内に予定してい

る職業体験学習は全て終了となりました。

実習生のお二人とも動物が好きで、動物

にかかわる仕事に興味・関心があり、当館

での実習を希望したとのことでした。寒い

時期の実習で大変だったかと思いますが、

今後の進路の参考になれば幸いです。

八坂小学校 6 学年理科授業（地質）
平成26年10月23日（木）実施

大町市立八坂小学校６学年（14人）が、

理科の授業で山岳博物館を訪れました。こ

の授業は「大地のつくりと変化」を学ぶ単元

で行われたものでした。

当日、児童の皆さんは博物館２階フロア

の常設展「山の成り立ち」コーナーを見学。

展示されている岩石・化石標本を実際に手

で触ってみて、感触を確かめたりしました。

その後、屋外に移動して「鉱物の洗い出し」

を体験。市内のローム層から採り出した土

を水で洗い流しながら、土中に含まれる鉱

物をさがし出しました。

今後も、学校のさまざまな単元学習で、

博物館を利用していただければ幸いです。
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銀座 NAGANO アートライン展に出品
平成26年12月10日（水）～13日（土）実施

昨年10月にオープンした「銀座ＮＡＧ

ＡＮＯ ～しあわせ信州シェアスペース～」

で、安曇野アートライン展が開催されま

した。

銀座ＮＡＧＡＮＯは、JR 有楽町駅から

徒歩７分、東京メトロ銀座駅からは徒歩１

分という好位置に、特産品ショップや観光

インフォメーションコーナー、イベントス

ペースなどを備えた長野県の首都圏総合活

動拠点です。

期間中、多くの方が２階の展示会場を訪

れ安曇野の魅力の一端に触れられました。

当館も出展とギャラリートークで、その

一翼を担いました。

山岳博物館　市民「無料」開放デー
博物館では、毎月第３日曜日（家庭の日）とその前日
の土曜日を「大町市民無料開放デー」としています。 
2 月は14日（土）と15日（日）です。

お知らせ
博物館実習の 
受け入れについて
山岳博物館では、学芸員の有資格

者となるために博物館実習を希望す

る大学生の受け入れを毎年行ってい

ます。

当館における平成27年度博物館

実習の実習期間および受け入れ人数

は、下記のとおりです。

□実習期間（計５日間）

平成27年８月５日㈬～８月９日㈰

□受入人数

実習希望の大学生４人程度（先着順）

なお、詳細につきましては、当館

ホームページをご覧いただくか、電

話などで直接お問い合わせください。

編集・発行


